






A Study of Dry-heat Sterilizer
-The relationship between glass beads and thickness of prepared root canals-
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平均値 1．96 2．29 2．33
最小値 1．79 1．98 2．08
最大値 2．10 2．76 2．77
標準偏差 0．07 0．18 0．14
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図フ　使用されているガラス小球の直径の平均値
結 論
　簡易乾熱滅菌器に用いられているガラス小球
が，滅菌する歯内療法用小器具類に付着して根管
内に入り込み，根管を閉塞するおそれがある．そ
こで拡大・形成された根管内に，入り込んで根管
を閉塞しない最小の粒径を調べたところ，以下の
結果が得られた．
　1．単根管歯において粒径2．Ommのガラス1J・
球は．根管を閉塞するおそれは非常に少なくな
り，粒径2．5mmでは危険はほとんど無くなっ
た．
　2．大臼歯では粒径2．Omm以上のものは，根
管内に入り込むおそれが全く無いことが判明し
た．
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